
 
資料１ 

 

看護教育の内容と方法に関する検討会 

開催要綱 

 

１．趣旨 

 「看護の質の向上と確保に関する検討会」において、看護基礎教育については、

免許取得前の基礎教育段階で学ぶべきことは何かという点を整理しながら、現在の

教育年限を必ずしも前提とせずに、すべての看護師養成機関について教育内容、教

育方法などの見直し・充実を図るべきであると示されたところである。また、保健

師・助産師教育のあり方についても見直しが求められている。 

そこで本検討会においてはこれらを踏まえ、看護師養成機関に共通の看護基礎教

育で学ぶべき教育内容と方法について、また保健師教育、助産師教育について具体

的な検討を行うものである。 

 

２．検討課題 

１）免許取得前に学ぶべき事項の整理と具体的な教育内容の見直し 

２）看護師養成機関内における教育方法の開発・活用 

３）効果的な臨地実習のあり方 

４）保健師・助産師教育のあり方 

 

３．メンバー 

別紙 

 

４．運営 

  厚生労働省医政局長の検討会とする。 

本会議の庶務は、厚生労働省医政局看護課で行う。 

議事は公開とする。 

 



 

別紙  

 

 

「看護教育の内容と方法に関する検討会」メンバー 

 

 

 

阿真 京子   「知ろう！小児医療 守ろう！子ども達」の会代表 

池西 静江    京都中央看護保健専門学校副校長 

太田 秀樹    おやま城北クリニック院長 

岡本 玲子    全国保健師教育機関協議会副会長 

岸本 茂子    倉敷看護専門学校副校長 

草間 朋子    大分県立看護科学大学学長 

小山 眞理子    神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部看護学科教授 

島田 啓子    全国助産師教育協議会理事 

舘  昭    桜美林大学大学院大学ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝ研究科研究科長 

千葉 はるみ    社団法人全国社会保険協会連合会看護部長 

中山 洋子    福島県立医科大学看護学部学部長  

羽生田 俊    日本医師会常任理事 

菱沼 典子    聖路加看護大学看護学部学部長 

三浦 昭子    日本看護学校協議会常任理事 

宮崎 忠昭    長野赤十字病院名誉院長 

山内 豊明    名古屋大学医学部基礎看護学講座教授 

山路 憲夫    白梅学園大学子ども学部子ども学科教授 

山田 京子    浅草医師会立訪問看護ステーション所長 

和田 ちひろ    いいなステーション代表 

 
 

 


